別紙

受講申込みにあたっての留意点

１　情報交換会への申込み対象者は、以下の①又は②の要件を満たす者とします。
1. 平成30年度の情報交換会に参加していない畜産クラスター協議会の事務局及び取組主体（別添1参照。平成27、28、29年度の情報交換会に参加した畜産クラスター協議会は対象）
1. 都道府県畜産主務課及び道府県畜産協会の畜産クラスター事業担当者

２　参加を希望される方は、以下の書類を都道府県畜産主務課を通じて令和元年9月30日(月)までに中央畜産会宛にご提出ください。ご提出方法は、メール、FAX、郵送でお願いいたします。
（1） 別添3「畜産クラスター情報交換会受講申込書」(全員)
（2） 別添4「畜産クラスター情報交換会旅行行程書」(本会からの旅費負担を希望する者のみ)

３　参加費用の負担
1. 本年度から、本情報交換会に参加するための往復の鉄路・空路、ホテル宿泊につきましては、別添4「畜産クラスター情報交換会旅行行程書」を参考に本会旅費規定に基づき旅費計算をし、本会を通じて㈱JTBにより手配します。
1. 具体的には、提出いただいた別添4「畜産クラスター情報交換会旅行行程書」を参考に、㈱JTB担当者が電話等により情報交換会参加者に行程等を確認の上、情報交換会開催の1週間前に、㈱JTBからJR券等の現物を発送します。なお、これ以外の行程、宿泊施設等を利用する場合は、自費（自己負担）になりますのでご注意ください。
1. 受講申込の後、やむを得ない事情により情報交換会参加を取りやめる場合には、中央畜産会担当者に連絡してください。また、その際には、キャンセル料をお支払いいただく場合があります。
1. 情報交換会修了後は、空路を利用した場合は、航空券の半券又はそれに代わるもの（便名、日時、搭乗者氏名が明記されているもの）を、ホテルに宿泊された場合は、別添5「宿泊証明書」を提出することになります。

[bookmark: _GoBack]４　情報交換会への参加にあたって、以下のものを令和元年10月11日（金）までに中央畜産会宛にメール（t_nakaebisu@jlia.jp）にて必ずご提出ください。当日の配布資料とします。
（1） 別添2「畜産クラスター情報交換会に係る事前課題レポート」
（2） 協議会が作成する畜産クラスター協議会に基づく概念図（ポンチ絵）

５　初日の情報交換会終了後、会場近隣（JR秋葉原駅近辺）で交流会（会費4,000円程度）を計画しております。別添6の「交流会出欠回答票」を令和元年10月18日(金)までに中央畜産会宛に必ずご提出ください。　

６　ご提出いただく書類は、本会ホームページのお知らせの「令和元年度畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業(全国推進事業)に係る畜産クラスター情報交換会の開催について」よりダウンロードできます。
